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平成 22 年度本委員会の活動報告 
 
 本委員会の活動に関し、本日までにとりまとめた内容につき、下記のようにご報告申し上げます。 
 
平成 22 年度本委員会委員 

委員長 別所 正美 （埼玉医科大学医学部長～内科学） 
委員  本橋  豊 （秋田大学医学部長～公衆衛生学） 
委員  大原 義朗 （金沢医科大学教授～生態感染防御学） 
委員  阿部 正文 （福島県立医科大学医学部長～病理科） 
委員  持田  智 （埼玉医科大学医学部教授～内科学） 
委員  水谷 修紀 （東京医科歯科大学医学部教授～小児科学） 
委員  岩本 俊彦 （東京医科大学教授～老年病学） 
委員  花房 俊昭 （大阪医科大学附属病院長～内科学） 
委員  許  南浩 （岡山大学医学部長～細胞生理学） 
委員  松本 俊夫 （徳島大学医学部教授～内科学） 
委員  池ノ上 克 （宮崎大学医学部附属病院長～産婦人科学） 
 
本年度の活動方針 

平成 22 年 1 月 13 日に委員会を開催し、平成 22 年度の活動方針について検討した。その結果、第 104
回医師国家試験(国試)に関して、受験生および教官(員)を対象としたアンケ－ト調査、出題された試験問

題についての調査を実施することとした。 
アンケ－トについては、次の項目について実施することとした。①受験生を対象とした第 104 回国試

の試験問題および実施状況等に関する調査、②教官(員)を対象とした第 104 回国試および関連事項に関

する調査、③出題された試験問題が国試として適当か否かの調査。なお、②の教官(員)に対するアンケ

ートは全国 80 大学にお願いしたが、①と③については、本委員会委員の所属する大学にお願いするこ

ととした。アンケートの質問事項は、継続性を持たせるために昨年度と同様の質問を基本としたが、一

部は国試を取りまく環境の変化を踏まえて新たな質問を追加することとした。 
 
受験生に対するアンケ－ト調査 

対象：以下の 10 の大学医学部・医科大学(私立 4 校、公立 2 校、国立 4 校)の卒業生 899 名。 
埼玉医科大学、東京医科大学、金沢医科大学、大阪医科大学、横浜市立大学、福島県立医科大学、東京

医科歯科大学、山口大学、徳島大学、宮崎大学 
調査時期：第 104 回医師国家試験が実施された直後の平成 22 年 2 月末に配布し、国試の合否が発表さ

れる前に回収した。 
回収率：対象数 899 名に対して回収数は 654 で、回収率は全体としては 72.7％であった。（昨年度の

743/929＝80.0％）。私立大学 4 校の回収率は 258/399＝64.7％、公立大学 2 校は 124/140＝88.6％、国

立大学 4 校は 272/360＝75.6%であった。 
調査結果：アンケートは資料１に示す。表１は、各大学の回答状況を一覧にしたものである。アンケー

ト中コメントを要求した項目は 4 カ所あるが、コメントの内容をまとめたのが表 2～5 である。表 6 は、

欄外に書かれていたコメントを記載したものである。コメントに関する過去 8 回のアンケートの結果と
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の総括的な比較は表 7 に示した。 
試験会場は以下のとおりであった。埼玉医科大学、東京医科大学、横浜市立大学、東京医科歯科大学

は大正大学（東京都）、金沢医科大学は金沢流通会館（石川県）、大阪医科大学は大阪産業大学（大阪府）、

福島県立医科大学は産業見本市会館サンフェスタ（宮城県）と東京会場、山口大学は広島会場東京会場、

徳島大学は高松市民文化センター（香川県）、宮崎大学は福岡会場。 
なお、アンケ－トに実施に際しては、上記委員に加え、平成 21 年度の本委員会委員である前川剛志

先生（山口大学）、黒岩義之先生(横浜市立大学)にもご協力いただいた。 
 
A．試験全般に対する意見 
図 1-1 に示すように「満足」と回答した学生の割合は 16.2%で、一昨年より 6.4%低下し、昨年（16.0%）

とほぼ同程度の数字であった。この数字は、受験生へのアンケート調査を開始した第 95 回の国試から

今回の国試まで過去 9 回の調査の中で 4 番目に高い数字である。一方、「不満」および「少し不満」と

回答した学生の割合は 61%で、一昨年より 11.7%増加し、昨年(62.1%)とほぼ同程度であった。 

 

 
「不満」、「少し不満」と答えた学生のコメントを表 2 に示す。試験全般に関する設問 A に対して、良

好とのコメントは 0 件、批判的なコメントは 352 件であった。批判的なコメントの内容を見てみると、

89% が試験問題に関するもので、そのうち約 50%は難易度に関するもの、約 30%が問題の質に関する

もの、約 19%が必修問題に関するものであった。今年度も昨年度に引き続き、難易度に関するコメント

が多かったが、問題の質や必修問題に関するコメントが目立つのも今年度の特徴であった。 
 

B．問題数について 
「適切」と回答した学生は 56.9％（図 2-1）で、昨年に比べ 6.1％低下したものの、第 98 回国試以降、

約 6 割の学生が適切と回答している。 

A-1． 今回の医師国家試験は、全般的に
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C．回答時間について 
「適切」と回答した学生は 70.3%（図 3-1）で、昨年(第 103 回)に次いで高い数字であった。 

 
 
D．一般問題について 
 「適切」と回答した学生は 47.6%（図 4-1）で、昨年度より 11.8%上昇し、ほぼ一昨年並の数字であ

った。 

 
 

E．臨床問題について 
「適切」と回答した学生は 55.2％（図 5-1）で、第 101 回、第 99 回に次いで 3 番目に高い数字であ

った。 
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F．必修問題について 
「適切」と回答した学生は 11.0％（図 6-1）で、昨年に比べ 4.1％、一昨年に比べ 25.2%低下した。

また、「不適切」との回答は 54.7%で、今までの調査の中で最も高い数字であった。 

 

 
 
G．画像の質は 
「適切」と回答した学生は 65.9％（図 7-1）で、過去最高の数字であった。 

 
 
H．第 103 回国試から導入された新形式の問題について 
１．「それまでの形式の問題に比べて、難易度はどのように感じましたか」の問に対して、「難しい」と

回答した学生は 47.7％、「同じ程度」との回答も 35.8％あった（図 8-1）。昨年に比べ前者が 6.7％低下

し、後者が 4.3％上昇した。 
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２．「最も難しいと感じたのはどれですか」との問に対しては、「6肢以上の選択肢がある問題」が 27.4%、

「正解肢数指定なし問題」が 33.6%、計算問題が 23.2%であった。今年度も「正解肢数指定なし問題」

は実際には出題されなかったので、この設問に対する学生の回答については、昨年度と同様に解釈する

際に注意を要する。 

 
 

３．「最も易しいと感じたのはどれですか」の問に対しては、昨年度とほぼ同様な回答状況であった。 

 
 

I．問題の種類、出題形式、画像などについての意見 
学生に問題の種類、出題形式、画像などに関する意見を書いてもらった。表 3 に示すように、良好な

コメントは 13 件、批判的なコメントは 90 件であった。昨年は前者が 26 件、後者が 133 件であった。

批判的なコメントの内容を見ると、昨年度と同様、問題の質、出題形式、画像に関するものが多かった

が、必修問題に関するものも目立った。 
 

J．昨年の国家試験の問題と比べて今回出題された問題は、全般的に 
 昨年の国試に比べて今回の国試が「良くなった」と回答した学生の割合は 6.0％（図 11-1）と昨年度

と同程度の低い数字であった。「悪くなった」との回答は 45.0%で、昨年の回答と比べて 7.8％低下した。 
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国立a 国立b 国立c 国立d 公立e 公立f 私立g 私立h 私立i 私立j 全体
回答あり 29 13 8 23 15 7 6 3 17 12 133

（％） (48.3%) (18.3%) (13.3%) (28.4%) (21.7%) (12.7%) (14.3%) (6.8%) (19.3%) (14.3%) (20.3%)

回答なし 31 58 52 58 54 48 36 41 71 72 521
（％） (51.7%) (81.7%) (86.7%) (71.6%) (78.3%) (87.3%) (85.7%) (93.2%) (80.7%) (85.7%) (79.7%)

合計（人数） 60 71 60 81 69 55 42 44 88 84 654

消 化 器 2 4 1 4 1 2 2 2 18
循 環 器 3 3 1 2 4 1 2 2 18
産 婦 人 科 1 1 4 2 1 1 3 13
小 児 科 4 2 2 1 1 10
皮 膚 科 2 1 3 2 2 10
神 経 3 2 1 1 1 1 1 10
麻 酔 科 6 2 1 9
内 科 1 2 2 4 9
血 液 2 4 1 1 8
腎 臓 1 2 1 4 8
外 科 4 1 1 6
膠 原 病 2 2 4
放 射 線 科 2 2 4
内 分 泌 1 2 3
マ イ ナ ー 2 1 3
呼 吸 器 1 1 2
救 急 1 1 2
耳 鼻 科 1 1 2
病 理 2 2
メ ジ ャ ー 2 2
眼 科 1 1
感 染 症 1 1
整 形 外 科 1 1
泌 尿 器 1 1
英 語 1 1
適切な 必修問題 1 1
適 切 1 1
合 計 34 14 8 27 17 7 8 3 19 13 150

少なすぎると思う科　（複数回答可）

図 12-3 

K．各科の配分について 
 今回も昨年までと同様に、出題数が多過ぎると思う科、少な過ぎると思う科について具体名を答えて

もらった。その結果、「多過ぎる科」については 654 名中 246 人(37.6％)から回答が寄せられた。この

うち、具体的な科名は 313 科があげられていた。最も多かった科名は整形外科で、公衆衛生、産婦人科、

精神科と続いた(図 12-1, 12-2)。 
一方、出題数が「少な過ぎる科」については、133 人(20.3％)から回答が寄せられた。このうち、具

体的な科名は、150 科があげられていた。最も多かったのは消化器と循環器、産婦人科と続いた(図 12-3, 
12-4)。 

まとめると、整形外科の問題数が多く、消化器と循環器の問題数が少なく出題されたと、学生は感じ

たようである。 
 

〈多すぎると思う科〉 〈少なすぎると思う科〉 

  

   

 

図 12-1 

国立a 国立b 国立c 国立d 公立e 公立f 私立g 私立h 私立i 私立j 全体
回答あり 39 28 12 42 26 21 11 11 30 26 246

（％） (65.0%) (39.4%) (20.0%) (51.9%) (37.7%) (38.2%) (26.2%) (25.0%) (34.1%) (31.0%) (37.6%)

回答なし 21 43 48 39 43 34 31 33 58 58 408
（％） (35.0%) (60.6%) (80.0%) (48.1%) (62.3%) (61.8%) (73.8%) (75.0%) (65.9%) (69.0%) (62.4%)

合計（人数） 60 71 60 81 69 55 42 44 88 84 654

整 形 外 科 13 9 3 14 6 13 2 2 7 7 76
公 衆 衛 生 1 5 4 15 5 2 2 2 8 5 49
産 婦 人 科 10 5 3 5 1 1 2 2 6 2 37
精 神 科 6 2 3 7 4 1 1 2 26
肝 胆 膵 7 2 4 2 1 5 21
耳 鼻 科 1 1 1 9 5 3 20
小 児 科 3 5 1 2 1 2 14
循 環 器 3 1 2 3 2 11
マ イ ナ ー 4 2 1 1 3 11
放 射 線 科 5 1 1 7
呼 吸 器 3 1 1 5
眼 科 1 1 1 2 5
救 急 1 2 1 4
脳 神 経 外 科 2 1 3
皮 膚 科 1 1 1 3
麻 酔 科 1 2 3
血 液 1 1 2
消 化 器 2 2
神 経 1 1 2
内 科 1 1 2
内 分 泌 1 1
泌 尿 器 1 1
頭 頸 部 1 1
法 医 学 1 1
中 毒 1 1
血管大動脈解離 1 1
Down 症 候 群 1 1
必 修 問 題 1 1
臨 床 問 題 1 1
適 切 1 1
合 計 56 34 15 57 31 25 16 12 38 29 313

多すぎると思う科（複数回答可）

図 12-2 

多すぎると思う科　（複数回答可）　313
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放射線科 呼吸器 眼科 救急 その他

図 12-4 

少なすぎると思う科　（複数回答可）　150

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

消化器 循環器 産婦人科 小児科 皮膚科 神経 麻酔科 内科 血液

腎臓 外科 膠原病 放射線科 その他
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L．在学中の学習と医師国家試験との間の関係について 
１．大学での学習内容と医師国家試験問題との間に整合性は 

整合性が「あった」と回答した学生は 22.2%、「少しあった」と回答した学生は 49.4％、両者を合わ

せると 71.6％（図 13-1）で、第 102 回に次ぐ高い数字であった。「整合性があった」との回答を大学別

にみると、公立と私立に比べて国立で低かった。 
 

 

 
 
２．整合性が「なかった」と回答した学生の意見 

整合性が「なかった」と回答した学生のコメントを表 4 に示す。コメントは 48 件であった。内容的

には大学での実習に関する意見、授業に関する意見が多かった。 
 
３．臨床実習を真面目にやっていないと回答できない問題の出題は 

「多数あった」と回答した学生は 21.4%、「少しあった」と回答した学生は 58.7％で、両者を合わせ

ると 80.1％（図 14-1）であった。臨床実習に則した問題が多数出題されたと、学生は感じているよう

である。 

 
 

 

L-3．　臨床実習経験が役立つような問題の出題は

21.4

58.7

13.1
2.0 4.7

0

20

40

60

80

多数あった 少しあった あまりなかった 全くなかった 無回答

104回
(%)

図 14-1 

L-1．　大学での学習内容と国試問題との整合性は

0%

20%

40%

60%

80%

100%

104 103 102 101 100 99 98 97 95

無回答

何とも言えない

なかった

少しあった

あった

(回)

図 13-2 L-1．　大学での学習内容と国試問題との間に整合性は

22.2

49.4

11.6 10.7 6.1

0

20

40

60

80

あった 少しあった なかった 何とも言えない 無回答

104回
(%)

図 13-1 

L-1．　大学での学習内容と国試問題との整合性は

0%

20%

40%

60%

80%

100%

104回 国立 公立 私立

無回答

何とも言えない

なかった

少しあった

あった

図 13-3 

L-3．　臨床実習経験が役立つような問題の出題は

0%

20%

40%

60%

80%

100%

104回 国立 公立 私立

無回答

全くなかった

あまりなかった

少しあった

多数あった

図 14-2 
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４．臨床実習をする上で必要な病態生理や解剖などに関する問題の出題は 

「多数あった」と回答した学生は 31.2%、「少しあった」と回答した学生は 56.4％で、両者を合わせ

ると 87.6％（図 15-1）であった。 

 
 

 

５．在宅医療や地域医療などを知っていないと回答できない問題の出題は 

「多数あった」と回答した学生は 17.7%、「少しあった」と回答した学生は 50.9％で、両者を合わせ

ると 68.6％（図 16-1）であった。 

 
 

 

６．救急医療の現場を知っていないと回答できないような問題の出題は 

「多数あった」と回答した学生は 23.2%、「少しあった」と回答した学生は 59.6％で、両者を合わせ

ると 82.8％（図 17-1）であった。 

 
 

 

L-6．　救急医療の現場の問題の出題は

23.2

59.6

11.3
1.1 4.7

0
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40

60

80

多数あった 少しあった あまりなかった 全くなかった 無回答

104回
(%)

図 17-1 

L-5．　在宅医療や地域医療などの問題の出題は

17.7

50.9

22.8

3.7 4.9

0

20

40

60

80

多数あった 少しあった あまりなかった 全くなかった 無回答

104回
(%)

図 16-1 

L-4．　臨床実習で必要な病態生理や解剖の問題の出題は

31.2

56.4

6.6
0.9 4.9

0

20

40

60

80

多数あった 少しあった あまりなかった 全くなかった 無回答

104回
(%)

図 15-1 L-4．　臨床実習で必要な病態生理や解剖の問題の出題は
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100%
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図 15-2 

L-5．　在宅医療や地域医療などの問題の出題は
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20%

40%

60%

80%

100%

104回 国立 公立 私立

無回答
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あまりなかった
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多数あった

図 16-2 

L-6．　救急医療の現場の問題の出題は
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40%

60%

80%

100%

104回 国立 公立 私立
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あまりなかった

少しあった

多数あった

図 17-2 
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７．PBL・チュートリアルを経験していないと回答できないような問題の出題は 

「多数あった」と回答した学生は 7.6%、「少しあった」と回答した学生は 38.5％で、両者を合わせる

と 46.1％（図 18-1）であった。「あまりなかった」と「全くなかった」との回答を合わせると 48％であ

った。 

 
 

 

８．国試対策講義や模擬国試が役立つような問題の出題は 

「多数あった」と回答した学生は 45.1%、「少しあった」と回答した学生は 43.4％で、両者を合わせ

ると 88.5％（図 19-1）であった。 

 
 
【P】医師国家試験に関する意見 
アンケートの最後に、受験生に医師国家試験に関する自由な意見を書いてもらった。表 5 に示すよう

に、良好なコメントは 6 件、批判的なコメントは 156 件であった（表 5）。昨年の調査では、前者は 16
件、後者は 82 件であった。欄外に示されたコメント（表 6）とあわせて、学生の生の声として受け取

っていただきたい。 
なお、過去 8 回の国試で学生から寄せられたコメントの総数を比較したのが表 7 である。昨年に比べ

て、良好なコメント、批判的なコメントの両者ともに減少している。内容を見てみると、問題について

のコメント(質、難易度、偏り、等)の数は昨年と同程度であるが、問題数、回答時間に関するコメント

および卒前教育に関するコメントの数が減少している。卒前教育に関するコメントの減少は、大学での

学習内容と国試問題の整合性に関する設問 L で、「整合性あり」との回答が高かったことと矛盾しない

結果であった。 
 

受験生に対するアンケ－ト調査のまとめ 
 今回実施したアンケ－ト調査の結果は以下のようにまとめることができる。 

① 第 104回国試について、「満足」と回答した学生の割合は 16.2%で、一昨年より 6.4%低下し、昨年と

ほぼ同程度の数字であった。この数字は、過去 9回の調査の中では中位に位置する数字である。ま

L-8．　国試対策講義などが役立つような問題の出題は

45.1 43.4

5.5 1.1 4.9
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104回
(%)

図 19-1 

L-7．　PBL・ﾁｭｰﾄﾘｱﾙの経験が役立つような問題の出題は
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図 18-1 
L-7．　PBL・ﾁｭｰﾄﾘｱﾙの経験が役立つような問題の出題は
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図 18-2 

L-8．　国試対策講義などが役立つような問題の出題は
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図 19-2 
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た、 「不満」、「少し不満」と回答した学生は 61.0%で、一昨年より 11.7%増加し、昨年と同程度の

数字であった。 

一方、昨年の国試と今回の国試との比較では、「悪くなった」との回答が「良くなった」との回答

を大きく上回っているものの、比率の上では「悪くなった」との回答が減り、「変わらない」との回

答が増えていた。 

以上のことから、学生の感覚としては、第 104回国試の全般的な満足度は、一昨年よりは低く、

昨年の国試とほぼ同程度、過去 9回の調査の中では中位に位置付けられるようである。 

② 問題の形式別に見てみると、一般問題と臨床問題については「適切」との回答が昨年より増加して

いる一方、必修問題については「適切」と回答した学生は、昨年に比べ 4.1％、一昨年に比べ 25.2%
低下していた。また、必修問題が「不適切」との回答は 54.7%で、今までの調査の中で最も高い数

字であった。学生のコメントにも、必修問題に対して、難易度を含め批判的な内容が目立った。 
  以上のことから、今回の国試に出題された必修問題に対して、学生は批判的に感じているようで

ある。 
③ 問題数、回答時間に関しては、「適切」との回答は高い数字を維持しており、現行の国試スタイルが

定着しているものと思われる。画像の質についても過去最高の数字であり、出題委員の努力がうか

がえる。 

④ 昨年度から導入された新形式問題についても、特に大きな問題とはならなかったようである。 

⑤ 昨年に引き続き、大学での学習と国試との関連について調査を行った。「臨床実習を真面目にやって

いないと回答できない問題」が出題されたかどうかをたずねたところ、「多数あった」と「少しあっ

た」との回答が合わせて 80.1%であった。多くの学生が、臨床実習の成果が問われる問題が出題さ

れている、と感じているようである。また、「国試対策や模擬国試が役立つような問題」の出題につ

いてたずねたところ、「多数あった」と「少しあった」との回答が合わせて 88.5%であった。多くの

学生が国試対策や模擬国試を受けており、これらが国試問題によく対応している様子がうかがわれ

る。 

⑥ 国試に関する自由意見では、臨床実習を重視する問題の出題について評価する意見が複数見られた。

その一方、問題の質、特に必修問題の難易度については様々な意見が寄せられた。試験環境に関す

る苦情は昨年同様、極めて少なかった。 

 


